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研究成果の概要（和文）：原発の利用は、地球温暖化対策やエネルギー問題を解決するうえで有効である。しか
し、事故時の環境汚染や放射性廃棄物など、生命を脅かす問題もある。本研究では、存在脅威管理理論をもと
に、死を意識した状況における原発のリスク認知について検討を行った。様々なリスク事象に対する意識を調査
した結果、原発に対する不安感は、他のリスク事象と比べて高いというわけではなかった。一方で原発の管理機
関への信頼は低かった。死の顕現化の影響についての一連の実験では、死を想起した状態で原発のリスク評価を
行った場合、原発高関心層でリスク認知の低下がみられた。また、原発低支持層では、リスク認知の高まりがみ
られた。

研究成果の概要（英文）：Nuclear power is effective in combating global warming and solving energy 
problems. However, it also causes problems, such as generating environmental pollution and 
radioactive waste, which threaten lives. In this study, I refer to the terror management theory to 
examine how the manifestation of death affects the risk perception of nuclear power. A questionnaire
 study on various risk incidents was conducted. Anxiety about nuclear power was not higher than the 
other risk incidents. On the other hand, trust in the managing bodies of nuclear power plants was 
lower than the other risk incidents. A series of studies on mortality salience was conducted. The 
results showed that when the level of support for nuclear power was low, the effect of mortality 
salience declined the perceived risk of nuclear power. In another study, when the level of interest 
in nuclear power was high, the effect of mortality salience increased its perceived risk.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
原子力発電の問題は、エネルギー供給の側面だけでなく、直接的な死を意識させられる問題でもある。本研究で
は、死が顕現化した状況での原発のリスク評価と死が顕現化しない状況でのリスク評価が大きく異なってしまう
可能性を明らかにした。また、この死の顕現化の影響は原発に対する関心度や支持度などといった事前態度によ
って影響を受けることも明らかにした。今回の結果は、リスクマネジメントにおける市民の反応に関して重要な
結果を示唆できたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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